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SPIOクラブ
第123回日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会総会・ 
学術講演会の会期中、丹生 健一 会長のご好意に
より会場内に SPIO クラブを設け、SPIO の助成
活動のご案内及び賛助員の申し込み受付を行いま
す。皆様が自由に懇談いただける場、情報交換の
場として、是非お立ち寄りください。

令和４年５月26日（木）・５月27日（金）
10：00 ～ 17：00

神戸国際会議場　４階 Room406

ご 挨 拶� 理事長　野村　恭也
昨年の Newsletter の冒頭に “ 新型コロナは未だ収束しませんが ” と書きましたが、今回も全く同じ

文章で始まることとなりました。この間に私は３回のワクチン接種を受けました。新規感染者数は少
しずつ減少傾向にあるようですが、また新しい変異株が出てくるかもしれず先が見通せません。それ
よりも更に驚くべきことが２月末に起こりました。ロシアによるウクライナ侵攻です、21世紀の今日
このようなことが起こるとは信じられません。即座に停戦させる手段も無くいたたまれない思いがし
ます。

SPIO 50年史を作成しました。SPIO 40年史（SPIO 出版）を発行したのが2010年５月18日ですので、
今回はその後の10年の資料をまとめて SPIO 50年史といたします。この10年は東日本大震災から始まり初期の新型コロ
ナ禍まででありますが、この間に SPIO は特定公益増進法人から公益財団法人に変りました。その経過につきましても
50年史に記載いたしました。

来日する留学生の数も新型コロナの影響で激減しております。この50年間に来日した留学生の数を国別に見ますと
21か国87名のうち実に51名が中国の留学生でした。しかし最近は他の国々の数と変わりません。この中国人留学生の
減少は新型コロナ禍より前から始まっております。一昔前は米国に留学する人数は日本が一位でしたが現在は中国が一
位、しかも留学生の数は桁違いです。注目度の高い科学論文数をみると中国が米国を抜いて首位となり、一方日本はイ
ンドに抜かれ世界10位に転落したと報じられています（朝日新聞2021年８月11日）。このことは留学生の動態と非常に
関係があると思います。

昨年 ( 令和３年度 ) 発足しました富士フイルム富山化学株式会社からの医学教育事業助成（500万円）は継続するこ
とが決まりました。これは若手医師および医療関係者が最新医学・医療知識・技術等を修得し、耳鼻咽喉科および関連
分野における医学の進歩と医療の質の向上を目的としたものであります。コストコホールセールジャパンからのコスト
コ SPIO 研究助成金（500万円）も発足依頼11年目の継続となりました。誠に有難いことです。曽田豊二 SPIO 奨学金、
研究助成金については５年目を迎えます。これらの助成金は使途が決まっており他の目的に使用することは出来ませ
ん。従いまして諸学会の開催に必要な助成金は別枠のご寄附、賛助会費などから賄うしか資金源がありません。SPIO
が何か事業を起こしてその収益を助成金に回すことも禁じられております。SPIO は助成金（寄附）を頂いて助成事業
を行う財団であります。

賛助員は一般の方々からのご参加も大歓迎です。SPIO 事務局にご連絡いただくかホームページにも申込用紙があり
ますのでご覧いただければ有難いです。

世の中が早く平和を取り戻すことを願っております。

コストコSPIO研究助成金
今年度も、国際的に有意義な研究に対する助成として、以下の３件の研究に対して、各々 100万円を助成した。

⑴ 人工聴覚器の長期予後（宮崎大学医学部耳鼻咽喉・頭頸部外科学教室　我那覇 章）
⑵ 前庭系可塑性応答の統合的解明と臨床応用（名古屋市立大学耳鼻咽喉・頭頸部外科　岩﨑 真一）
⑶ 内側オリーブ蝸牛束反射が雑音下聴取に及ぼす影響 －騒音性難聴のなりやすさの事前評価手法の開発－

 （千葉大学フロンティア医工学センター　大塚 翔）

医学教育事業助成
富士フイルム富山化学㈱からご寄附を受けて、令和３年度は下記の３団体に助成をした。

⑴ 日本鼻科学会 国際学術関連　第60回日本鼻科学会における ARSR  150万円
⑵ 日本耳鼻咽喉科頭頸部外科学会 国際学術関連　日本にて国際耳鼻咽喉科学会を開催するための交流支援事業 175万円
⑶ 日本耳科学会 国際学術関連　耳科学に関する国際シンポジウムを開催するための交流支援事業 175万円

令和３年度事業報告
１　留学生（２名）への研究助成
２　若手日本人（４名）への助成
３　国際的に有意義な研究への助成（３件）
４　医学教育事業助成（３件）
５　SPIO Award の表彰
６　国際学術会議等開催助成（５件）
７　寄附金募集助成（37件）
８　その他（ホームページ、ニュースレター他）

令和３年度事業報告及び収支決算報告
６月開催の評議員会終了後に、ホームページを更新致しま
すのでご覧下さい。


